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　本校は平成21年10月に宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学

校が統合されて一つになったスーパー高専です。仙台高専としては新設４年

ですが、宮城高専と仙台電波高専は、後記のように長い歴史をもち、これまで

沢山の優れた卒業生を輩出してきました。

　さて、日本はこの十数年間厳しい経済状況に置かれ、産業も混迷していま

したが、やはり資源のない日本の生きるべきよすがは科学技術であることが

改めて見直され始めています。この状況で、高専のこれまでの優れた教育シ

ステムと努力がようやく日の目を浴び、評価されるようになり、良い風が吹き

始めています。しかし私達高専はそれに甘んじることなく、次の時代に向け

て更に新たな一歩を踏み出さなくてはいけないと考えております。

　折しも昨年は、高専制度が設立されて50年にあたり、昭和37年に設立され

た第一期校が50周年記念行事を挙行しました。今年は、第二期校である旧宮

城高専の設立から50年に当たり、旧仙台電波高専は設立から約40年、その

前身の東北無線電信講習所も数えると創基からちょうど70年と、重要な節目

の年となります。そのため、仙台高専はこれらを取りまとめて「高専制度設立

50周年記念事業」を挙行することになりました。これを契機に、過去の歴史を

振り返り、将来の仙台高専が歩むべき道を見直して、更なる発展を目指した

いと考えております。

　既に第一弾の事業として、50周年記念シンポジウムを５月23日に開催し、

若者の飛躍を促す鍵や高専のあるべき姿をかいま見ると共に、将来への力

強い展望を思い描くことができました。これに続くいくつかの事業によって、

更なる発展のための指針や基盤形成の足掛かりを築いてゆきたいと考えて

おります。

　関係諸氏のご支援、ご鞭撻をよろしくお願い致します。

高専制度設立50周年を迎えて

仙台高等専門学校　校長

内 田  龍 男

中央教育審議会答申「高等専門学校教育の充実について
－ものづくり技術力の継承・発展とイノベーションの創出を目指して－」の概要
１．高等専門学校教育の現状と社会経済環境の変化
　　○高等専門学校は、中学校卒業後からの５年一環の準学士課程とそれに続く２年間の専攻科での実践的教育により、実

践的・創造的な技術者を養成

　　○卒業生の高い就職率・求人倍率に見られるように、社会から高く評価

　　○社会経済環境の変化:高等教育のユニバーサル化、技術の高度化、15歳人口の減少、理科への関心の薄れ、進学率の上

昇、地域連携強化の必要性の高まり、行財政改革の進展

２．高等専門学校教育の充実の方向性
　【基本的考え方】

　　○それぞれの高等専門学校が自主的・自立的改革に不断に取組み、社会経済環境の変化に積極的に対応

　　○中堅技術者の養成から、幅広い場で活躍する多様な実践的・創造的技術者の養成へ

　　○多様な高等教育機関のうちの一つとして本科・専攻科の位置付けを明確に

　　○産業界や地域社会との連携を強化し、ものづくり技術力の継承・発展を担いイノベーション創出に貢献する技術者等

の輩出へ

　【具体的方策】

　　①教育内容・方法等の充実

　　　毅地域の産業界等との幅広い連携の促進、「共同教育」の充実

　　　毅一般教育の充実

　　　毅技術科学大学との連携の強化

　　　毅自学自習による教育効果も考慮した単位計算方法の活用

　　　毅退職技術者を含む企業人材等の活用

　　②入学者の確保及び多様な学生への支援

　　③大学への編入学者増加への対応

　　④教育基盤の強化

　　　毅教員等の確保、FDの実施等、施設・設備の更新・高度化、事務部門強化、財政支援の充実

　　⑤教育研究組織の充実

　　　毅科学技術の高度化等に対応した学科のあり方の見直し

　　　毅工業・商船以外の新分野への展開

　　　毅地域のニーズを踏まえた専攻科の整備・充実等

　　　毅地域と連携しつつ国立高等専門学校の再編・整備について検討

　　⑥高等専門学校の新たな展開

　　　毅公立の専門高校や大学校等を基に新たな公立高等専門学校を設置する可能性を含め、潜在的需要を発掘し、需要が

ある場合には支援方策等について検討

　　⑦社会との関わりの強化

　　　毅留学生受入れ、教員の海外派遣、海外技術協力など国際的な展開の推進

　　　毅広報活動強化による認知度向上、共同研究の推進、公開講座等の展開

平成20年12月24日
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学生と学生生活 

宮城高専・情報デザイン学科 平成21年３月卒業生

齋　明日美

校歌 
新たな時代を切り開く高専の夢と意気込み、
そして未来へ躍進する姿を明るく、力強く、格調高く表現
１. 仰ぐ秀麗　蔵王の峰よ 

 萌ゆる若葉（みどり）に　心も躍る 

 自治の旗風（はたかぜ）　あざやかに 

 たゆまぬ努力で　叡智を磨く 

 友よ究めん　科学の真理 

 ああ　仙台高専　夢呼ぶ我ら 

校章 
心のある技術者、そして、心に訴えるものづくりができる人材を
育ててほしいという思いを込めて「心」を図案化

２. 名取・広瀬の　ふたつの川も 

 ひとつになりて　大海原へ 

 友愛（あい）を奏でる　波の音 

 溢れる情熱（おもい）は　世界をめぐる　 

 友よ語らん　我らの使命 

 ああ　仙台高専　漲（みなぎ）る力 

３. 高き理想と　鍛えし技で 

 宮城（ここ）を要に　花咲く文化 

 新たな息吹　頬（ほほ)にうけ 

 豊かな創造　時代を拓（ひら）く 

 友よ学ばん　希望に燃えて 

 ああ　仙台高専　輝く未来 

保岡 直樹  作詩　　江村 玲子  作曲 

■デザイン



設立理念 
　現在、社会から高専に期待されている「幅広い場で活躍する実践的・創造的技術者の養成へ」に応えるために、２工学系７学科・

専攻科２専攻及び３センターから構成される仙台高等専門学校の教育研究上の理念を下記のように設定する。 

「高度に複合化した産業界で技術開発の中核を担う実践的・創造的な能力を有し、次世代のも
のづくり技術者として国際的に通用する、人間性豊かな人材の養成を通じて、科学技術と人間
社会の調和的発展に寄与する。」 

１．主体性と協調性をもつ人間性豊かな人材の養成
２．創造的で高度な実践的技術者の養成
３．国際的視野で社会に貢献できる技術者の養成

教育目標

機械システム工学科
　機械工学に関する確

かな基礎力と、未来社会

を担う電気・材料分野を

融合した新機械工学分

野に対する応用力を備え

た、エンジニアリングデ

ザイン能力の高い機械

系技術者の養成を目標と

する。

電気システム工学科
　電気工学の基礎と技

術の習得により、多岐に

亘る応用分野を互いに

関連づけながら総合的

に支え発展させると共

に、工学技術者として社

会に貢献する人材の養

成を目標とする。

マテリアル環境工学科
　マテリアル・環境の講

義・実験を通して、環境に

視点を持ち、多様なマテ

リアル開発や工業製品へ

の応用の素養をもつ技術

者の養成を目標とする。

建築デザイン学科
　建築耐震構造の安全性など災害への

対応、高齢化社会及び障害者バリアフ

リーなど社会環境整備への対応、地方中

小都市活性化への対応、環境共生・エネ

ルギー問題への対応など、社会の要求が

高度化している状況の中で、建築学に基

礎を置き、住まいから都市に至る住環

境・社会環境のプランニング＆デザイン

を行うための基礎知識と基礎技術を身

につけた技術者の養成を目標とする。

■学科の教育目標

生産システムデザイン工学系

知能エレクトロニクス工学科
　インテリジェント（知能）化が進むエレクト

ロニクス機器の動作原理を理解するととも

に、それらを開発するために必要とされる

各種要素技術について幅広く学修し、ハー

ドウェアを主体としてソフトウェアも充分に

活用できる技術者の養成を目標とする。

情報システム工学科
　コンピュータシステムの基礎

から応用技術までを学修し、世界

中に拡がる情報を人々の生活に

活用できる能力を有する技術者

の養成を目標とする。

情報ネットワーク工学科
　社会活動や人々の生活を支える最先端の

情報ネットワークの構造と仕組みを、電気通

信技術・ネットワーキング技術・ネットワーク

システム技術の3つの柱のもとバランスよく

学修し、情報ネットワークの設計・構築・運用・

応用ができる技術者の養成を目標とする。

情報電子システム工学系

平成22年度からの入学生

平成22年度からの入学生



機械工学科 

　融合技術に対応できる技術的･学問

的素養を持ち、かつ、科学技術が社会

環境に及ぼす影響や技術者の責任を

念頭に置いて製品の開発等ができる

人材を育成する。 

電気工学科 

　電気工学関連分野の基幹技術と各

種の工業技術を総合することにより、産

業全般にわたる技術革新と、そこから

始まる人々の生活の質の向上に寄与で

きる実践力に富む技術者を育成する。 

建築学科 

　建築に関する基礎知識と基礎技術

を身につけ、質の高い住空間、社会環

境の創造に携わる公平公正な実践的

技術者を育成する。 

生産システムデザイン工学専攻
　持続可能な社会の実現に資する、分野にとらわれない技

術の複合･融合化や、全ての工程を見通した総合的な技術

革新に携わることのできる、高度なエンジニアリングデザ

イン能力を身につけた、国際的に通用する技術者の養成を

目標とする。

■専攻科の教育目標

平成22年度からの入学生 

情報電子システム工学専攻
　最先端の情報・電子製品を構成している情報システム・電

子システム及びその融合技術に精通し、人間・社会・環境等

に優しい技術開発に関与できる高度なエンジニアリングデ

ザイン能力を身につけた、ものづくり日本の伝統を継承でき

る国際的に通用する技術者の養成を目標とする。

平成22年度からの入学生 

材料工学科 

　多様化する新時代の材料工学への

社会的要請に対処して、基礎となる材

料科学を理解し、付加価値の高い材料

を設計･開発･製造･保全できる技術者

を育成する。 

情報デザイン学科 

　情報分野とデザイン分野の幅広い

知識・能力を持ち、社会が求めている

人間や自然にやさしい「モノ」や「シス

テム」を生み出すことのできる専門技

術者を育成する。 

情報通信工学科 

　多様な情報通信技術の基本的な機

能や原理を理解し、情報処理･コン

ピュータネットワーク技術、伝送技術、

情報通信の分野に貢献できる創造的

なエンジニアの育成を目指す。 

平成２１年度までの入学生 

電子工学科 

　電子機器や電子回路及び光･電子デバ

イス等の基本的な機能や原理を理解し、

ハードウェアとソフトウェア技術を融合さ

せ、電子機器や電子システム開発に貢献で

きる創造的なエンジニアの育成を目指す。 

電子制御工学科 

　多様な電子制御技術の基本的な機

能や原理を理解し、ロボットなどを制

御する技術を応用して、福祉やエネル

ギー･環境問題に貢献できる創造的な

エンジニアの育成を目指す。 

情報工学科 

　コンピュータの仕組みとそれを利用

するための知識と技術を修得し、情報シ

ステムを設計･構築･運用･応用するな

ど、情報技術の専門家として貢献できる

創造的なエンジニアの育成を目指す。 



JABEE修了証書授与式 

JABEE認定教育プログラム 
　日本技術者教育認定機構（JABEE）は、学問を教える工学教育から技術者を育てる

技術者教育への転換を実現し、日本の技術水準を国際水準に整合させる目的で設立

されました。JABEE認定制度は平成13年度から始まり、平成13年度は３大学が認定を

受けました。仙台高専専攻科の前身である宮城高専専攻科と仙台電波高専専攻科

は、翌14年度に東北の大学および全国の高専専攻科では最初に認定を受けました。

平成19年度および平成24年度に継続認定となり、仙台高専の教育システム・卒業生

の能力は、大学と同等であることが国際的に認められています。

高専の学校制度
　右図は、学校制度における、高専の学科（準学士課程）及び高専専攻

科（専攻科課程）の位置付けを表しています。

中学校卒業者は、高専（準学士課程）への入学資格があります。
高校卒業者は、高専（準学士課程）への編入学資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、大学への編入学資格があります。
高専（準学士課程）卒業者は、高専専攻科課程への入学資格が
あります。
専攻科課程を修了し、学位授与機構から「学士」を得た者は、
大学院への入学資格があります。 中学校 

高等学校 
高専（準学士課程） 

専攻科課程 

社会 
産業界 

大学 

修士課程 

博士課程 
大学院 

（博士） 

（修士） 

（学士） 

（準学士） 

（学士） 

大学院 

編入学

編入学 

進学 

生産システムデザイン工学プログラム
　本プログラムは、工学（融合複合・新領域）及びその関連の工

学分野で、JABEE認定を受けました。人類と自然が調和した社

会の実現に向けて、総合的な技術革新に携わることができる、

高度なエンジニアリングデザイン能力を身につけた国際的に通

用するエンジニアを養成します。

■日本技術者教育認定機構（JABEE）認定の教育プログラム 

名取キャンパス 

情報電子システム工学プログラム
　本プログラムは、電子情報通信・コンピュータ及び関連の工

学分野で 、JABEE認定を受けました。新たな高度情報電子技術

産業の創出を促進するために、人間・社会・環境に優しい技術

開発に携わることができる、高度なエンジニアリングデザイン

能力を身につけた国際的に通用するエンジニアを養成します。

広瀬キャンパス 



全国高等専門学校分布図
■北海道 

　函館 
　苫小牧 
　釧路 
　旭川 

■東北 

　八戸 
　一関 
　仙台 
　秋田 
　鶴岡 
　福島 

■関東信越 

　茨城 
　小山 
　群馬 
　木更津 
　東京 
　長岡 
　長野 
　東京都立産業技術 
　サレジオ 

■東海北陸 

　富山 
　石川 
　福井 
　岐阜 
　沼津 
　豊田 
　鳥羽商船 
　鈴鹿 
　金沢 

■近畿 

　舞鶴 
　明石 
　奈良 
　和歌山 
　大阪府立 
　神戸市立 
　近畿大学 

■中国 

　米子 
　松江 
　津山 
　広島商船 
　呉 
　徳山 
　宇部 
　大島商船 

■四国 

　阿南 
　香川 
　新居浜 
　弓削商船 
　高知 

■九州 

　久留米 
　有明 
　北九州 
　佐世保 
　熊本 
　大分 
　都城 
　鹿児島 
　沖縄 

函館 

苫小牧 

旭川 

釧路 

八戸 

秋田 

一関 
鶴岡 

仙台 

長岡 

福島 

小山 

茨城 
群馬 

東京 

木更津 
沼津 

長野 

東京都立産業技術 

富山 

サレジオ 

石川 
金沢 
福井 

岐阜 

豊田 
鈴鹿 

鳥羽商船 

国立高専 

公立高専 

私立高専 

神戸市立 
大阪府立 

大島商船 

広島 
商船 

弓削 
商船 

近畿大学 

奈良 

舞鶴 

和歌山 阿南 

明石 

米子 

津山 

香川 

高知 

新居浜 

松江 

呉 
徳山 宇部 

大分 

北九州 
久留米 

佐世保 

熊本 

鹿児島 

有明 

都城 

沖縄 

高専機構本部 

熊本キャンパス 

高松 
キャンパス 

詫間 
キャンパス 

八代キャンパス 

射水キャンパス 
本郷キャンパス 

広瀬キャンパス 
名取キャンパス 



教育体制 
■平成22年度以降の入学生、平成25年度以降の編入学生および平成24年度以降の留学生

・生産システムデザイン工学系 ・生産システムデザイン工学専攻 
学科（準学士課程） 専攻科 

生産システムデザイン工学専攻 

総合科学系（一般科目・各学科共通科目） 

情報電子システム工学専攻 

機械システム工学科
電気システム工学科
マテリアル環境工学科
建築デザイン学科

生産システム工学コース
建築デザイン学コース
情報デザイン学コース

知能エレクトロニクス工学科
情報システム工学科
情報ネットワーク工学科

情報電子システム工学コース

・生産システムデザイン工学系 ・生産システムデザイン工学専攻 

・情報電子システム工学系 ・情報電子システム工学専攻 

・情報電子システム工学系 ・情報電子システム工学専攻 

　下図は、本校の教育体制（平成22年度以

降の入学生）における準学士課程（機械シス

テム工学科、電気システム工学科、マテリア

ル環境工学科、建築デザイン学科、知能エレ

クトロニクス工学科、情報システム工学科、

情報ネットワーク工学科、及び総合科学系）

と、専攻科課程（生産システムデザイン工学

専攻，情報電子システム工学専攻）の関係を

表しています。

専攻科課程 
（２年間） 

準学士課程 
（５年間） 

機械 
システム 
工学科 

知能 
エレクトロニクス 
工学科 

情報 
システム 
工学科 

情報 
ネットワーク 
工学科 

電気 
システム 
工学科 

マテリアル 
環境 
工学科 

建築 
デザイン 
学科 

■平成21年度以前の入学生、平成24年度以前の編入学生および平成23年度以前の留学生

学科（準学士課程） 専攻科 

生産システムデザイン工学専攻 

総合科学系（一般科目・各学科共通科目） 

情報電子システム工学専攻 

機械工学科
電気工学科
建築学科
材料工学科
情報デザイン学科

生産システム工学コース
建築デザイン学コース
情報デザイン学コース

情報通信工学科
電子工学科
電子制御工学科
情報工学科

情報電子システム工学コース

　下図は、本校の教育体制（平成21年度以

前の入学生）における準学士課程（機械工学

科、電気工学科、建築学科、材料工学科、情報

デザイン学科、情報通信工学科、電子工学

科、電子制御工学科、情報工学科、及び総合

科学系）と、専攻科課程（生産システムデザ

イン工学専攻、情報電子システム工学専攻）

の関係を表しています。

専攻科課程 
（２年間） 

準学士課程 
（５年間） 

機械工 
学科 

電気工 
学科 

建築 
学科 

材料工 
学科 

情報 
デザイン 
学科 

情報 
通信工 
学科 

電子工 
学科 

電子 
制御工 
学科 

情報工 
学科 



歴代校長・名誉教授 平成25年４月１日現在

■仙台高等専門学校 
歴代校長

■仙台電波工業高等専門学校
歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 角　川　　　正 昭和46年４月１日～昭和49年12月21日
第２代 平　原　榮　治 昭和50年４月３日～昭和58年３月31日
第３代 髙　橋　　　正 昭和58年４月３日～平成２年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第４代 山　田　竹　實 平成２年４月１日～平成９年３月31日
第５代 渡　辺　英　夫 平成９年４月１日～平成17年３月31日
第６代 宮　城　光　信 平成17年４月２日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日
髙　橋　　　正 平成２年８月16日
梅　津　英　彦 平成２年８月16日

氏名 称号授与年月日
宮　城　　　篤 平成13年４月１日
中　林　　　撰 平成15年４月１日

氏名 称号授与年月日
今　野　　　眞 平成19年４月１日
浅　見　誠　治 平成19年４月１日

中　川　一　郎 平成３年５月27日
横　田　慎　一 平成８年４月１日

竹　内　登志男 平成15年４月１日
根　岸　幸　康 平成16年４月１日

服　部　正　行 平成19年４月１日
福　島　正　忠 平成19年４月１日

山　田　竹　實 平成９年４月１日
古　谷　恒　雄 平成10年４月１日

三　浦　幹　雄 平成16年４月１日
渡　辺　英　夫 平成17年４月１日

鹿　股　昭　雄 平成20年４月１日
熊　谷　正　純 平成21年４月１日

長　島　富太郎 平成12年４月１日 細　川　幸　也 平成17年４月１日

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 宮　城　光　信 平成21年10月１日～平成22年３月31日
第２代 内　田　龍　男 平成22年４月２日～

名誉教授

氏名 称号授与年月日
宮　城　光　信 平成22年４月１日
花　熊　克　友 平成22年４月１日
千　葉　正　昭 平成23年４月１日
生　田　信　之 平成23年４月１日
高　村　　　潔 平成23年４月１日
伊　藤　憲　雄 平成23年４月１日

氏名 称号授与年月日

青　木　恭　介 平成23年４月１日
本　間　敏　行 平成23年４月１日
逢　坂　雄　美 平成23年４月１日

松　谷　　　保 平成24年４月１日
柴　田　公　博 平成24年４月１日
名久井　孝　義 平成24年４月１日
小野寺　重　文 平成24年４月１日
石　山　純　一 平成25年４月１日
丹　野　　　顯 平成25年４月１日

野　田　泰　久 平成23年４月１日
加　藤　　　靖 平成23年４月１日

■宮城工業高等専門学校
歴代校長

名誉教授

代数 歴代校長名 在任期間
初　代 黒　川　利　雄 昭和38年４月１日
第２代 鈴　木　廉三九 昭和38年４月２日～昭和51年４月１日
第３代 河　上　房　義 昭和51年４月１日～昭和58年４月１日
第４代 山　口　　　格 昭和58年４月１日～平成元年３月31日

代数 歴代校長名 在任期間
第５代 矢　澤　　　彬 平成元年４月１日～平成７年３月31日
第６代 斉　藤　正三郎 平成７年４月２日～平成12年３月31日
第７代 四ツ柳　隆　夫 平成12年４月２日～平成19年３月31日
第８代 宮　城　光　信 平成19年４月１日～平成21年９月30日

氏名 称号授与年月日
八　巻　壽　亮 昭和53年４月１日
酒　井　　　昇 昭和62年４月１日

氏名 称号授与年月日
早　坂　　　茂 平成７年４月１日
有　川　　　晉 平成８年４月１日

氏名 称号授与年月日
山　田　哲　義 平成15年４月１日
百　瀬　　　丘 平成17年４月１日

水　谷　　　敏 昭和63年４月１日
山　口　　　格 平成元年４月１日

鈴　木　昭　逸 平成８年４月１日
桑　原　孝　夫 平成９年４月１日

丹　野　浩　一 平成17年４月１日
庄　司　　　彰 平成18年４月１日

古　市　慶一郎 平成２年４月１日
廣　野　周　一 平成２年４月１日

木　村　  　 茂 平成９年４月１日
渡　辺　 　  宏 平成10年４月１日

唐　澤　信　司 平成18年４月１日
四ツ柳　隆　夫 平成19年４月１日

小　枝　昌　造 平成４年４月１日
石　井　　　浩 平成５年４月１日

阿　部　邦　利 平成12年３月16日
千　葉　胤　明 平成12年３月27日

松　浦　　　眞 平成19年４月１日
池　田　千　里 平成19年４月１日

伊　藤　繁　巳 平成５年４月１日
斉　藤　克　己 平成６年４月１日

斉　藤　正三郎 平成12年４月１日
岡　田　將　彦 平成12年４月１日

佐々木　悊　彦 平成20年４月１日
澁　谷　純　一 平成20年４月１日

早　坂　高　則 平成６年４月１日
山　田　哲　男 平成６年４月１日

大　泉　智　壽 平成14年４月１日
小　野　堯　之 平成15年４月１日

田　口　　　收 平成20年４月１日
吉　田　光　彦 平成21年４月１日

矢　澤　　　彬 平成７年４月１日 坂　本　政　祀 平成15年４月１日



昭和43年度 金属工学科を新増設

昭和61年度 金属工学科を材料工学科に改組

平成３年度 ２専門履修コース設置

平成10年度 専攻科を設置　生産システム工学専攻
　　　　　　　建築・情報デザイン学専攻

平成15年度 JABEE認定 生産システムデザイン工学プログラム
 ―工学（融合複合・新領域）分野―

JABEE認定 電子情報システム工学プログラム
 ―電気・電子・情報通信及びその関連分野―
 （平成22年３月に名称が「情報電子システム工学プログラム」に変更）

平成５年度 情報デザイン学科を増設

平成16年度 独立行政法人国立高等専門学校機構
宮城工業高等専門学校となる

平成17年度 機関別認証評価認定

独立行政法人国立高等専門学校機構
仙台電波工業高等専門学校となる

機関別認証評価認定

昭和38年４月１日

昭和20年４月１日

宮城工業高等専門学校設置
機械工学科、電気工学科、建築学科

昭和24年５月31日 国立仙台電波高等学校となる

昭和52年度 電波通信学科１学級を電子工学科に改組

昭和53年度 情報工学科を新設

昭和60年度 電子制御工学科を新設

平成元年度 電波通信学科を情報通信工学科に改称

専攻科を設置　電子システム工学専攻
　　　　　　　情報システム工学専攻

昭和46年４月１日 仙台電波工業高等専門学校となる
電波通信学科（２学級）

昭和18年１月22日
　　　　 ４月 １ 日
　　　　11月 １ 日

平成21年10月１日

仙台高等専門学校

宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校を高度化再編し、仙台高等専門学校を設置
学　科／機械システム工学科、電気システム工学科、マテリアル環境工学科、建築デザイン学科、
　　　　知能エレクトロニクス工学科、情報システム工学科、情報ネットワーク工学科
専攻科／生産システムデザイン工学専攻、情報電子システム工学専攻

沿革 
　我が国の産業のめざましい発展と科学技術の著しい高度化に伴い、有為な技術者の養成が社会の各方面から強く要望され、昭

和36年の学校教育法の一部改正により、高等教育機関として新たに中学校卒業程度を入学資格とする５年制の高等専門学校制

度が発足しました。現在、51国立高専と３公立高専、３私立高専が設置されています。 

　本校は、宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学校とを高度化再編し、平成21年10月１日に仙台高等専門学校（名取

キャンパス・広瀬キャンパス）として設置したものです。 

　仙台高等専門学校（国立仙台高専）では、大括りの２工学系の中にそれぞれ複合技術分野の学科及び専攻科を設置し、準学士

課程の充実と専攻科の拡充、社会人キャリアアップコースの設置による地域人材育成推進を図るとともに、地域連携・地域貢献の

中心となるセンターを整備しています。 

宮城工業高等専門学校 仙台電波工業高等専門学校 

（財）東北無線電信講習所設置
特科を設置
逓信省所管の官立無線電信講習所仙台支所となる

官制改正により官立仙台無線電信講習所として独立



■特　徴 

  ２キャンパス・７学科の豊富な学科構成 
　名取キャンパスの生産システムデザイン工学系４学科と、広瀬キャンパスの情報電子システム工学系３学科とによる豊

富な学科構成となっており、工学基礎力と融合複合領域への技術的･学問的素養を兼ね備えた、幅広い場で活躍する実践的･

創造的技術者を養成します。 

　   入学定員を大幅に拡張した専攻科 
　科学技術の進展が急速な社会で、国際的に活躍できる高度な実践的技術者を養成するために、高等専門学校の５年間の準

学士課程の上に、入学定員70名の専攻科が設置されています。２年間の専攻科課程を修了後は、大学卒と同等の学士（工学）

を取得することができます。 

　   地域と社会に貢献する３つのセンター 
　地域社会との連携･地域貢献の核となる３つのセンターを設置し、地域の産業界との共同研究や技術相談、企業人材教育

への協力、企業技術者と連携した高専教育の推進、地域の理科教育支援を強化し、地域と社会の発展に貢献します。 

 

学科（入学定員200人） 

機械工学科　電気工学科　建築学科　材料工学科 
情報デザイン学科 

再　　　　編／平成21年10月
学生受入開始／平成22年４月

・教育の質の向上
・地域産業界との連携強化
・高専広域連携の核

■宮城工業高等専門学校 

■仙台高等専門学校 

学科（入学定員280人） 

機械システム工学科　電気システム工学科　マテリアル環境工学科　建築デザイン学科 
知能エレクトロニクス工学科　情報システム工学科　情報ネットワーク工学科 

地域人材開発本部 

地域イノベーションセンター　CO-OP教育センター　ICT先端開発センター 

専攻科（入学定員70人） 

生産システムデザイン工学専攻　情報電子システム工学専攻 

専攻科（入学定員20人） 

生産システム工学専攻　建築・情報デザイン学専攻 

●地域共同テクノセンター ●地域連携テクノセンター 

学科（入学定員160人） 

情報通信工学科　電子工学科　電子制御工学科 
情報工学科 

■仙台電波工業高等専門学校 

専攻科（入学定員16人） 

電子システム工学専攻　情報システム工学専攻 

高度化再編 



組織図 

副校長（総務担当） 
名取キャンパス担当 

副校長（教務担当） 名取キャンパス担当 

副校長（学生担当） 名取キャンパス担当 

副校長（寮務担当） 名取キャンパス担当 

は名取キャンパス 

は広瀬キャンパス 

はキャンパス共通 

副校長（研究・産学連携担当） 名取キャンパス担当 

電子計算機室長 
学生相談室長 
創造教育センター長 

情報基盤センター長
学生相談室長
キャリア支援室長
特別支援教育推進室長

名取キャンパス図書館長 

総合科学系文科長 

総合科学系理数科長 

機械システム工学科長 

電気システム工学科長 

マテリアル環境工学科長 

建築デザイン学科長 
校　長 

FD室長

改善室長

評価室長

総務企画室長

情報広報室長

国際交流室長

高度情報化推進室長

研究企画室長

学習推進室長
副校長（総務担当） 
広瀬キャンパス担当 

副校長（教務担当） 広瀬キャンパス担当 

副校長（学生担当） 広瀬キャンパス担当 

副校長（寮務担当） 広瀬キャンパス担当 

副校長（研究・産学連携担当） 広瀬キャンパス担当 

広瀬キャンパス図書館長 

総合科学系長 

知能エレクトロニクス工学科長 

生産システムデザイン工学専攻長 

情報電子システム工学専攻長 

地域イノベーション名取センター長  生産技術研究開発部門

地域イノベーション広瀬センター長  電子デバイス研究開発部門

CO-OP教育センター長 

ICT先端開発センター長 

副センタ－長 

副センタ－長 

副センタ－長 

副センタ－長 

総務課長 

管理課長 

学務課長 

学生課長 

施設課長 

課長補佐 

課長補佐 

課長補佐 

課長補佐 

課長補佐 専門員 建築係 設備係 電気係 施設管理係 

教務係  学生支援係  学生生活係 

学務係  入試係  学生係 

財務係  契約係 

総務係 人事・労務係 情報企画係 

企画運営係 企画室長 

専攻科長 

地域人材開発本部長 

事務部長 

名取キャンパス教育研究技術支援室長

広瀬キャンパス教育研究技術支援室長

第一班長 

第二班長 

第三班長 

第一班長 

第二班長 

情報システム工学科長 

情報ネットワーク工学科長 

技術長 
広瀬キャンパス担当 

技術長 
名取キャンパス担当 

副技術長 
名取キャンパス担当 

会計係 

庶務係 図書係 

施設係 

研究支援係 連携・国際交流係 



教職員の定員・現員 
平成25年５月１日現在

平成25年７月１日現在

■定員 
校長 

１
教授 

64 
准教授 

63 
講師 

０ 
助教 

13 
小計 

141 
職員 

90 
合計 

231 

■教員の年齢構成 
年齢区分 
 

21～30 
31～40 
41～50 
51～60 
61～70 
計 

教授 
男

22
20
13
55

准教授 
女 
 
 
1 
1 
 
2 

男

20
19
4

43

女 
 
1 
4 
1 
 
6 

女
1
2
1

4

合計 
男
1
34
41
24
13
113

女
1
3
6
2

12

計
2
37
47
26
13
125

講師 
男

0

女

0

助教 
男
1
14

15

■現員 
校長 

１
教授 

57
准教授 

49
講師 

0
助教 

19
小計 

126
職員 

89
合計 

215

役職員 
校長 内　田　龍　男 

事務部長 川　﨑　信　之

総務課長 山　田　純　司 

学務課長 松　本　仁　一 

施設課長 加　藤　春　夫 

副校長（総務担当）・地域人材開発本部長 
名取キャンパス教育研究技術支援室長 内　海　康　雄

副校長（教務担当）・教務主事 佐々木　典　彦

副校長（学生担当）・学生主事 佐　藤　一　志

副校長（寮務担当）・寮務主事 武　田　　　淳

副校長（研究・産学連携担当） 遠　藤　智　明

名取キャンパス図書館長 岡　崎　久美子

総合科学系文科長 菅　野　洋　行

総合科学系理数科長 鈴　木　勝　彦

機械システム工学科長・機械工学科長 石　川　信　幸

電気システム工学科長・電気工学科長 中　村　富　雄

マテリアル環境工学科長・材料工学科長 浅　田　　　格

建築デザイン学科長・建築学科長 飯　藤　將　之 

情報デザイン学科長 本　郷　　　哲 

生産システムデザイン工学専攻長 遠　藤　　　昇 

CO-OP教育センター長 櫻　井　　　宏 

管理課長 及　川　勝　治

学生課長 土　井　弘　也

企画室長 水戸辺　栄　一

副校長（総務担当）・専攻科長 
広瀬キャンパス教育研究技術支援室長 竹　茂　　　求

副校長（教務担当）・教務主事 馬　場　一　隆

副校長（学生担当）・学生主事 佐　藤　公　男

副校長（寮務担当）・寮務主事 久保田　佳　克

林　　　忠　之副校長（研究・産学連携担当） 

広瀬キャンパス図書館長 佐　藤　敏　行 

総合科学系長 福　地　和　則 

知能エレクトロニクス工学科長・電子工学科長 那　須　潜　思

情報システム工学科長 竹　島　久　志 

情報ネットワーク工学科長・情報工学科長 脇　山　俊一郎 

情報通信工学科長 藤　木　なほみ 

電子制御工学科長 大　泉　哲　哉

情報電子システム工学専攻長 白　根　　　崇

地域イノベーションセンター長 羽　賀　浩　一

ICT先端開発センター長 菅　谷　純　一

※教授・准教授数には特任教授・特任准教授を含む 



将来構想委員会

危機管理委員会

男女共同参画推進会議

運営組織図 
企画調整会議

運営会議校　長

運
営
諮
問
会
議

教育研究技術支援室 キャンパス教育研究技術支援室運営委員会

事務部

専攻会議

広瀬キャンパス教務企画室 広瀬キャンパス学生支援室
広瀬キャンパス寮生支援室 広瀬キャンパス専攻科企画室
広瀬キャンパス教員人事委員会 広瀬キャンパスハラスメント防止対策委員会
広瀬キャンパス防災対策委員会 広瀬キャンパス安全衛生委員会
広瀬キャンパス学生相談室 広瀬キャンパス図書委員会
情報基盤センター運営委員会

広瀬キャンパス教員会議

学科会議

専攻会議

入学試験委員会

教育企画会議

卒業等認定会議

教員人事委員会

賞罰委員会

施設マネジメント委員会

総務企画室

評価室

情報広報室

改善室

ＦＤ室

国際交流室

高度情報化推進室

研究企画室

情報セキュリティ管理委員会

キャンパス施設委員会
キャンパス環境マネジメント委員会

知的財産委員会
人間対象研究倫理委員会

キャンパス国際交流委員会

キャンパスＦＤ室

キャンパス改善室

キャンパス評価室

キャンパス情報ネットワーク委員会

キャンパス教務企画室

キャンパス専攻科企画室

名取キャンパス教務企画室 名取キャンパス学生支援室
名取キャンパス寮生支援室 名取キャンパス専攻科企画室
名取キャンパス教員人事委員会 名取キャンパスハラスメント防止対策委員会
名取キャンパス防災対策委員会 名取キャンパス安全衛生委員会
名取キャンパス学生相談室 名取キャンパス図書委員会
電子計算機室 創造教育センター運営委員会

名取キャンパス教員会議

学科会議

地域人材開発本部運営委員会
　・地域イノベーションセンター運営委員会
　・CO-OP教育センター運営委員会
　・ICT先端技術開発センター運営委員会





















































現行学科紹介 

　“物をつくる”ことは人類の歴史が始まって以来、人間が生きてゆくための基礎です。時代の最先端技術であるコンピュー

タ、半導体、ロボット、自動車、ジェット機、人工衛星などは“物をつくる”技術の大きな進歩によって可能となりました。これら

の最先端技術の各分野で多数の機械技術者が設計、開発、製造に活躍しています。

　機械工学科では新時代の技術革新にも対応できる基礎力と柔軟な応用力を持った実践的技術者の育成に力を入れていま

す。工業の基礎となる材料力学、熱力学、流体力学、機械力学から、コンピュータを利用した設計や製図等の応用まで、幅広い知

識と技術を学べるようにカリキュラムが構成されています。

■名取キャンパス 

機械工学科 

　電気工学は、１.あらゆる資源を電気エネルギーに変換、送受し、 ２.それを人間が利用し易い別のエネルギー、情報などに変

換し、速く確実に大量に交換する方法、装置、回路網、システムを創り、これらを動かすための知恵です。 

　科目は電気機器、電力工学、情報処理、ディジタル回路、同信号処理、半導体工学、計算機工学、通信工学、真空電子工学、制御

工学などがあります。どれも産業の基礎を成し、生活をより豊かにするもので、その実現には創造力が必要です。 

　そこで、電気工学科では演習、実験と卒業研究（４、５年）を多く取り入れ、計画、実行、考察の科学的方法論を備え、かつ責任

感のある実践的技術者の育成をしています。 

電気工学科 

　人類は様々な建築を創ってきました。我々は持続可能な社会を継承して行かなければなりません。我々の社会や生活は、常

に建築とともにあります。建築には安全性、利便性・快適性、環境保全とともに美しさや経済性も求められています。 

　建築学科では、低学年から基礎的科目を学び、段階的に設計製図や実験･実習、卒業研究など実践的学習に重点を置き、建築

に関する知識と技術を身に付けた学生を育てています。さらに、人間性豊かな教養と芸術的感性を養い、質の高い住空間、社会

環境の創造に携わる公平公正な実践的建築技術者を育成しています。 

建築学科 

　自然と人類が調和した新しい循環型社会の実現に向けて、全ての製品のもとである「材料」の環境負荷低減が求められてい

ます。水素や太陽などのエネルギー利用やバイオ燃料技術には、効率的な利用を可能にする新たな材料開発が必須です。 

　材料工学科は、基礎となる材料科学を理解し、より高度なそして地球にやさしい材料を設計・開発・製造できる技術者を育成

しています。　金属やセラミックスの専門科目、化学や物理などの基礎科目とともに、多く観察・分析実験テーマと卒業研究で

の実践的学習を通して、知識・技能と創造性を兼ね備えた材料エンジニアを育てます。 

材料工学科 

　近年、計算機の普及は目覚しく、物作りや通信の分野でも情報処理機器が広く使われています。 

　したがって、これらの分野で活躍するためには、各分野の基本知識だけでなく、情報処理機器を使いこなすことと、情報処理

機器を利用した表現能力が必要です。 

　このような背景のもと、情報デザイン学科は、平成５年４月に全国の高等専門学校の中で唯一の学科として本学に設置されま

した。 

　情報デザイン学科では、計算機学や造形の基本知識とともに、情報処理機器を利用して適切な情報を最適な表現方法で伝え

る能力を修得することができます。 

情報デザイン学科 



　今や、21世紀のコミュニケーションは、コンピュータを結ぶだけの従来型のネットワークにとどまらず、移動しながら、いつでも、

どこでも、誰とでも情報伝達が可能なユビキタスネットワーク時代に突入し、私たちの生活スタイルを大きく変えようとしています。 

　情報通信工学科では、このように急速に発展し続けている情報通信技術（IT）に対応できる技術者の育成を目指しています。衛星

通信、移動体通信、光通信、通信ネットワークや通信ソフトウェア、通信システムなど幅広い通信技術に適応できる技術者を育てる

ため、幅広い基礎学力、応用力と実践力、それらに基づく問題解決能力などの教育に主眼を置いています。  

■広瀬キャンパス 

情報通信工学科 

　エレクトロニクス（電子工学）の進歩は、私たちの生活スタイルから社会の仕組みまでを絶えず変えています。パーソナルコン

ピュータ、携帯電話、ディジタルテレビなどの身近な電化製品から、ロボット、医療機器、通信衛星、環境施設など、社会の様々な分

野は今やエレクトロニクスの技術なしでは機能しません。このように現代社会においてますます重要なものとなっているエレクト

ロニクスとは、物質中の電子や光の動き・性質を利用し、必要性のある機能を有する電子デバイスを創り、電子回路・電子部品・電

子機器などを研究開発する学問です。 

　電子工学科では、将来において先端技術に対応できる技術者となるために必要な幅広い基礎学力、応用・実践力、それらに基づ

く問題解決能力などの養成に教育の主眼を置き、コンピュータの仕組みと活用技術、電気工学の基礎、電子デバイス、電子回路な

どを体系的に学ばせて、新しい電子機器を開発できる技術者を育成することを目指しています。 

電子工学科 

　最近は、地下鉄駅の改札や銀行のキャッシュ処理機など、社会のいたるところに高度な自動化システムがあります。これらのシス

テムは、人間を退屈な仕事や危険な仕事から解放してくれるだけでなく、より速く、より正確に仕事を行い、品質の良い製品を作る

のにも役立っています。このような自動化システムの普及は、エレクトロニクス技術の進歩と超小型コンピュータの進歩とによるも

のです。 

　電子制御工学科では、このコンピュータを用いた自動化システムの設計技術について、基礎から高度なことまでを体系的に学

習します。すなわち、コンピュータ・プログラミング、回路設計、モータ利用技術などです。 

　卒業研究には、コンピュータを用いた研究として、 

　（１）生花・４次元折り紙のCG　（２）宇宙ロボットのアーム　（３）マルチメディア応用　があり、またメカトロ研究として、 

　（４）電気自動車の試作　（５）相撲ロボット　などがあります。 

電子制御工学科 

　今日、コンピュータは様々な分野に利用され、高度情報化社会を支えています。 

　情報工学科では、コンピュータに関する高度な技術者を育成しています。具体的には、（１）コンピュータを設計し組み立てるこ

とができるハードウェア技術者、（２）情報システムを設計・構築できるソフトウェア技術者、（３）社内ネットワークやインターネット

の運用・管理ができるネットワーク技術者です。 

　学生がコンピュータに関する幅広い知識と技術を十分に身に付けることができるように、実験や実習を中心とした授業を進めて

います。主な授業内容は、以下のとおりです。 

　・ コンピュータやネットワークを道具として自由に利用できる知識や技能 

　・ 電気、電子回路や論理回路などコンピュータやネットワークを作るための知識や技術 

　・ コンピュータを様々な用途に使うためのプログラムの作成に関する知識や技術 

　・ 画像処理やデータ処理などのために必要な数学や物理などの知識や技術 

情報工学科 



地域人材開発本部 

　産学官連携の拠点及び学内共同教育研究施設として、高度技術の集積促進を図り、地域貢献を推進することを目的としてい

ます。

■地域人材開発本部

　地域イノベーションセンターは、仙台地域の産業界からの期待に応えるために、産学連携、研究支援体制を整備し、研究機関、企

業、金融機関等との連携、競争的資金や寄附金等の外部資金の調達、シーズから得られた特許権の取得、学内教員への研究支援と

産学連携のコーディネーションを主な事業として推進します。

■地域イノベーションセンター（名取・広瀬キャンパス）

　近年、産業界においては、高度なエンジニアリング・デザイン能力を有し、技術の複合・融合化や総合的な技術革新に携わる

ことができ、将来、国際的に活躍できる技術者が求められています。本センターは、このような社会的要請に応えるべく、地域

社会を中心とした「産官学民」と連携してCO-OP教育を推進します。また、東北地区６高専が連携して推進するCO-OP教育の拠

点でもあります。

　　　　　　　　 ※CO-OP教育：Cooperative Education，産学共同教育
※エンジニアリング・デザイン：基礎科学等の学習成果を集約し、現実的な条件の範囲内で、ニーズに合ったシステム、方法等を開発する創造的なプロセス

（日本技術者教育認定機構HPより抜粋）

■CO-OP教育センター（名取キャンパス）

　本センターは、ハードウェア、ソフトウェア設計技術者を育成する組込み系ディジタルシステム開発部門と、地域のICT企業在籍

の社会人あるいは求職者のネットワーキング技術のスキルアップを支援するネットワーキングスキル開発部門及び地域住民への

ICT活用・教育支援活動や地域との相互連携によるキャリア開発・教育等を行うICTリエゾン教育部門の３部門により、情報伝達先

端技術の開発と地域貢献を目指します。
 ※ICT：Information and Communication Technology（情報通信技術）

■ICT先端開発センター（広瀬キャンパス）





図書館 
　図書館は学習と情報提供の中心的役割を果たしています。工学系専門書や、小説・教養書・各種雑誌が並び、学生によく利用さ

れています。また、蔵書目録の検索はパソコンを活用し、視聴覚資料なども利用できます。相互利用システムを利用して、本校にな

い資料についても迅速に取り寄せできます。

　さらに、本校の教職員・学生のみならず、地域の方々にも開放しています。

区分 
種別 

和漢書（冊） 洋書（冊） 
図書冊数 年間利用者 学生 １日平均 

総計（冊） 分類別比率（％） 

総記 

哲学 

歴史 

社会科学 

自然科学 

工学 

農業 

芸術 

言語 

文学 

計 

3,416

3,822

5,133

8,076

14,492

26,394

924

5,083

3,670

11,845

82,855

4.09

4.59

5.85

9.21

18.46

31.52

1.03

5.76

5.58

13.91

100.00

6,711冊

3,714人

貸出冊数 

貸出者数 

26.4冊

14.6人

年間利用者 教職員 １日平均 

1,164冊

490人

貸出冊数 

貸出者数 

4.6冊

1.9人

総学生数 入館者数 開館日数 

992人
（年間１人3.9回、6.8冊）

95,827人
（１日平均377.3人）

254日
（月平均21.2日）

■名取キャンパス図書館　蔵書数 ■平成24年度利用状況

区分 
種別 

和漢書（冊） 洋書（冊） 
図書冊数 年間利用者 学生 １日平均 

総計（冊） 分類別比率（％） 

総記 

哲学 

歴史 

社会科学 

自然科学 

工学 

農業 

芸術 

言語 

文学 

計 

4,210冊

2,833人

貸出冊数 

貸出者数 

17.2冊

11.6人

年間利用者 教職員 １日平均 

370冊

219人

貸出冊数 

貸出者数 

1.5冊

0.9人

総学生数 入館者数 開館日数 

771人
（年間１人3.1回、5.5冊）

30,877人
（１日平均126.0人）

245日
（月平均20.4日）

■広瀬キャンパス図書館　蔵書数 ■平成24年度利用状況

325

382

221

352

2,394

2,438

18

187

1,433

878

8,628

3,741

4,204

5,354

8,428

16,886

28,832

942

5,270

5,103

12,723

91,483

7,677

2,377

5,126

6,657

14,195

15,567

1,400

3,663

2,847

11,841

71,350

365

68

86

93

1,958

1,859

42

63

1,224

348

6,106

8,042

2,445

5,212

6,750

16,153

17,426

1,442

3,726

4,071

12,189

77,456

10.38

3.16

6.73

8.71

20.85

22.50

1.86

4.81

5.26

15.74

100.00























学生会総会 

会　　　長 

執　行　部 専門委員会 技術研究部会 応　援　団 運 動 部 会 文 化 部 会 学　級　会 審　議　会 選挙管理委員会 

実行委員会 放　　　送 
出　　　版 
行　　　事 
校 紀 厚 生 

メカトロニクス 
ソフトウエア 
理科体験教室 

硬式野球、
バドミントン（男子・女子）、
バレーボール（男子・女子）、
陸上競技、卓球、水泳、
ソフトテニス、ラグビー、
テニス、ワンダーフォーゲル、
バスケットボール（男子・女子）、
サッカー、アーチェリー、柔道、
剣道、自転車、ハンドボール

吹奏楽、軽音楽、写真、
アマチュア無線、天文、
茶道、文芸、書道、園芸、
自動車、美術、ESS、
囲碁、ボランティア、
動画研究

監　事　会 評　議　会 

◆名取キャンパス 

学生会総会 

監　　　査 

応　援　団 保健厚生委員会 行事委員会 選挙管理委員会 高専祭実行委員会 文　化　部 運　動　部 

陸上競技、バドミントン
バスケットボール、
バレーボール（男子・女子）、
ソフトテニス、卓球、
サッカー、硬式野球、
剣道、山岳、柔道、
ラグビーフットボール、
硬式テニス、ハンドボール、
水泳

吹奏楽、軽音楽、
写真、アマチュア無線、
科学、筝曲、囲碁将棋、
ハンドクラフト、
茶道華道、美術、DTM

評　議　会 役　員　会 

◆広瀬キャンパス 







運営費交付金
388,543,958円

人件費（非常勤）
111,461,281円

自己収入
391,892,295円

施設整備費補助金
183,878,100円

産学連携等研究収入
43,209,693円

寄附金収入　11,641,896円
その他補助金　93,141,009円

◆収入　1,112,306,951円 ◆支出　1,123,678,021円

物件費　教育研究費
574,427,590円

その他補助金　93,141,009円

産学連携等研究経費　23,760,120円

寄附金事業費　21,190,431円

物件費　一般管理費
115,819,490円

施設整備費
183,878,100円





産学官金連携（協定）一覧 

①東北大学大学院工学研究科、情報科学研究科、
　環境科学研究科と協定

②東北大学サイバーサイエンスセンターと協定

③東北大学大学院医工学研究科と協定

④ＪＡＸＡと協定

⑤山形大学工学部と協定

⑥宮城県高等看護学校と協定

⑦東北工業大学と協定

⑧学都仙台コンソーシアム

⑨ｅラーニング高等教育連携に係る
　遠隔教育による単位互換に関する協定

■大学等教育研究機関 

①商工組合中央金庫仙台支店と連携協定 

②杜の都信用金庫と連携協定 

■金融機関 

仙台高専 

①宮城県と基盤技術高度化支援にかかる
　相互協力協定

②名取市と連携協定

③宮城県立がんセンターと連携協定

④宮城県産業技術総合センターと連携協定

⑤東松島市と震災復興に向けた連携協定

■官公庁 

①産学連携振興会
   （法人会員（平成25年5月20日現在）127）

②みやぎ産業振興機構と連携協定

■産業界 



学術交流協定締結校一覧 

フランス共和国
リールA技術短期大学

アルトワ大学

ドイツ連邦共和国 
フェリックス-フェッヒェンバッハ-ベルーフスコレーク 

フィンランド共和国
メトロポリア応用科学大学
トゥルク応用科学大学

大韓民国 
仁荷工業専門大学 
青雲大学校 

タイ王国
キングモンクット工科大学ラカバン校

ニュージーランド 
ワイカト工科大学 



名取キャンパスマップ 

1
243

7

8

9

12

14

13

15

17
16

18

19

20

21

22 23

10

11

5

6

1 正門 
2 守衛室 
3 第１体育館 
4 第２体育館 
5 武道館 
6 プール 

17 野球場 
18 テニスコート 
19 弓道場・アーチェリー場
20 合宿研修施設 
21 萩工会館 

22 萩花寮
23 事務棟

7 創造教育センター 
8 機械・材料棟 
9 建築・電気棟 
10 電子計算機室 
11 情報デザイン棟 
12 専門共同教育棟・地域イノベーションセンター 
13 専攻科棟 
14 総合科学教育棟 
15 図書館 
16 陸上競技場 

Ｎ



広瀬キャンパスマップ 

1

1 正門 
2 守衛室 
3 １号棟（管理棟） 
4 ２号棟（図書館）
5 ３号棟（研究実験棟）
6 ４号棟（講義棟）
7 ５号棟（電子計算機室）
8 ６号棟（電子工学科棟・情報工学科棟）
9 ７号棟（情報処理設計工作室）
10 ８号棟（電子制御工学科棟）

18 合宿研修所
19 松韻寮
20 陸上競技場
21 野球場

22 テニスコート
23 ハンドボールコート

11 ９号棟（地域イノベーションセンター） 
12 10号棟（専攻科研究実験棟）
13 11号棟（創造教育棟） 
14 厚生会館 
15 第１体育館 
16 第２体育館 

17 武道館

1

11

8

12 10

9 7 13

6

4

3 14

17

15

16

5 20 21

22 23

19

18

2

Ｎ



■JR 利用の場合
○JR仙台駅から東北本線・常磐線・阿武隈急行線仙台空港アクセス線
に乗車約12分
○JR名取駅下車、バス約10分、徒歩約25分

■名取市バス「なとりん号」 利用の場合
○名取駅西口のりばから、県立がんセンター線に乗車約10分、「仙台高
専名取キャンパス前」下車

■車 利用の場合
○東北道仙台南ICから約10km約20分
○仙台空港から約10km約15分

■航空機 利用の場合
○仙台空港から名取駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約10分。名取
駅からは、徒歩もしくは名取市バス「なとりん号」をご利用ください。

■JR 利用の場合
○JR仙台駅から仙山線に乗車約25分
○JR山形駅から仙山線快速で約55分
○JR愛子駅下車、徒歩約15分

■仙台市営バス 利用の場合
○仙台駅西口バスプール10番のりばから、作並温泉、定義、白沢車庫行
き約42分、「仙台高専広瀬キャンパス入口」下車、徒歩５分

■車 利用の場合
○東北道仙台宮城ICから山形方面へ約6.5km約10分
○仙台駅から西道路、R48経由で約12.5km約30分

■航空機 利用の場合
○仙台空港からJR仙台駅までは、仙台空港アクセス鉄道で、約25分（快
速17分）。仙台駅からは、JRもしくは仙台市営バスをご利用ください。

名取キャンパス（旧宮城工業高等専門学校） 広瀬キャンパス（旧仙台電波工業高等専門学校） 
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　本校は平成21年10月に宮城工業高等専門学校と仙台電波工業高等専門学

校が統合されて一つになったスーパー高専です。仙台高専としては新設４年

ですが、宮城高専と仙台電波高専は、後記のように長い歴史をもち、これまで

沢山の優れた卒業生を輩出してきました。

　さて、日本はこの十数年間厳しい経済状況に置かれ、産業も混迷していま

したが、やはり資源のない日本の生きるべきよすがは科学技術であることが

改めて見直され始めています。この状況で、高専のこれまでの優れた教育シ

ステムと努力がようやく日の目を浴び、評価されるようになり、良い風が吹き

始めています。しかし私達高専はそれに甘んじることなく、次の時代に向け

て更に新たな一歩を踏み出さなくてはいけないと考えております。

　折しも昨年は、高専制度が設立されて50年にあたり、昭和37年に設立され

た第一期校が50周年記念行事を挙行しました。今年は、第二期校である旧宮

城高専の設立から50年に当たり、旧仙台電波高専は設立から約40年、その

前身の東北無線電信講習所も数えると創基からちょうど70年と、重要な節目

の年となります。そのため、仙台高専はこれらを取りまとめて「高専制度設立

50周年記念事業」を挙行することになりました。これを契機に、過去の歴史を

振り返り、将来の仙台高専が歩むべき道を見直して、更なる発展を目指した

いと考えております。

　既に第一弾の事業として、50周年記念シンポジウムを５月23日に開催し、

若者の飛躍を促す鍵や高専のあるべき姿をかいま見ると共に、将来への力

強い展望を思い描くことができました。これに続くいくつかの事業によって、

更なる発展のための指針や基盤形成の足掛かりを築いてゆきたいと考えて

おります。

　関係諸氏のご支援、ご鞭撻をよろしくお願い致します。

高専制度設立50周年を迎えて

仙台高等専門学校　校長

内 田  龍 男

中央教育審議会答申「高等専門学校教育の充実について
－ものづくり技術力の継承・発展とイノベーションの創出を目指して－」の概要
１．高等専門学校教育の現状と社会経済環境の変化
　　○高等専門学校は、中学校卒業後からの５年一環の準学士課程とそれに続く２年間の専攻科での実践的教育により、実

践的・創造的な技術者を養成

　　○卒業生の高い就職率・求人倍率に見られるように、社会から高く評価

　　○社会経済環境の変化:高等教育のユニバーサル化、技術の高度化、15歳人口の減少、理科への関心の薄れ、進学率の上

昇、地域連携強化の必要性の高まり、行財政改革の進展

２．高等専門学校教育の充実の方向性
　【基本的考え方】

　　○それぞれの高等専門学校が自主的・自立的改革に不断に取組み、社会経済環境の変化に積極的に対応

　　○中堅技術者の養成から、幅広い場で活躍する多様な実践的・創造的技術者の養成へ

　　○多様な高等教育機関のうちの一つとして本科・専攻科の位置付けを明確に

　　○産業界や地域社会との連携を強化し、ものづくり技術力の継承・発展を担いイノベーション創出に貢献する技術者等

の輩出へ

　【具体的方策】

　　①教育内容・方法等の充実

　　　毅地域の産業界等との幅広い連携の促進、「共同教育」の充実

　　　毅一般教育の充実

　　　毅技術科学大学との連携の強化

　　　毅自学自習による教育効果も考慮した単位計算方法の活用

　　　毅退職技術者を含む企業人材等の活用

　　②入学者の確保及び多様な学生への支援

　　③大学への編入学者増加への対応

　　④教育基盤の強化

　　　毅教員等の確保、FDの実施等、施設・設備の更新・高度化、事務部門強化、財政支援の充実

　　⑤教育研究組織の充実

　　　毅科学技術の高度化等に対応した学科のあり方の見直し

　　　毅工業・商船以外の新分野への展開

　　　毅地域のニーズを踏まえた専攻科の整備・充実等

　　　毅地域と連携しつつ国立高等専門学校の再編・整備について検討

　　⑥高等専門学校の新たな展開

　　　毅公立の専門高校や大学校等を基に新たな公立高等専門学校を設置する可能性を含め、潜在的需要を発掘し、需要が

ある場合には支援方策等について検討

　　⑦社会との関わりの強化

　　　毅留学生受入れ、教員の海外派遣、海外技術協力など国際的な展開の推進

　　　毅広報活動強化による認知度向上、共同研究の推進、公開講座等の展開

平成20年12月24日
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